
1-6先 端 化 学 生 命 工 学 研 究(aCYBER)セ ン ター 活 動 報 告

aCYBERセ ンター長 白石 浩平

所員 山田 康枝,渡 邉 義之,小 川 智弘

1.平 成27年 度活動報告

ヒ ト細胞株 の利 用 を基礎 とした研究(白 石,山 田)

〈目的〉細胞接着を制御する高分子生体材料あるいは基板 とそれ らとロボティクスを融合

した遺伝子,タ ンパク質の網羅的解析あるいは細胞操作(回 収 ・融合)用 装置及びシステ

ムの開発(白 石,山 田)

(現状と結果)細 胞マイクロアレイの研究において,細 胞を用いたハイスループ ットな機

能解析のための基材開発,下 限臨界共溶温度型,上 限臨界共溶温度型温度応答性ポリマー

の開発,金 スポッ トへの選択的な細胞の接着が可能な細胞アレイの調製,細 胞接着領域,

非接着領域の構築,細 胞接着後の細胞機能の検討,ヒ ト人工染色体(HAC)ベ クターを導入

する細胞融合用基板 とパルスレーザー光照射の併用による細胞融合,CWレ ーザー光 ピン

セッ ト,CWレ ーザー光加温等に要素技術の条件設定を進めた.さ らに,細 胞培養時の細

胞増殖等への影響を与える酸素を細胞接着面から細胞富化膜 を基材 とした温度応答性ポリ

マーグラフ ト化基板を調製 して細胞増殖に酸素供給が有効であること見出した.レ ーザー

により不用な細胞を除くあるいは有用細胞のみを非侵襲的にはく離回収するシステム及び

装置を開発 している.新 たに誘電電気泳動法を用いた細胞集積 と細胞一細胞間接着に誘引

する新法を加 えて,HACベ クターや血球系受容細胞(U937)の 集積 を確認 し,集 積条件交

流電圧 ・周波数 さらには表面への融合素材等の固定化を検討 して,パ ルス レーザー光照射

との併用によって細胞融合の飛躍的な向上を進めている.

(研究計画)細 胞ア レイを用いて有用細胞 と診断されたアレイスポッ ト上にレーザー光で

加温 して細胞 を選択的かっ非侵襲的にはく離回収にシステム進化させ,さ らに効率よく細

胞検出 ・分別が出来る条件を固定化素材の化学構造や固定化状態を検討 している.表 面に

処理する機能性素材 を廉価でこれまでの同じあるいはそれ以上の機能を達成するために素

材のコーティングのみによる固定化 と化学構造の最適化 を進めている.水 晶振動子マイク

ロバ ランス法によって受容細胞の一定の流通系のなかでの固定化の検討を進めている.ま

た操作の自動化 を視野に入れたバイオチャンバーを含むロボッ ト駆動条件 と最適化をほぼ

終了した.国内外のユーザー との接点をもつ コンサルタン ト業務の関連会社の紹介を受け,

ユーザー開拓と同時に装置構成 ・システムの細胞診断 ・回収 ・融合をユーザーカスタマイ

ズ化 した装置の開発を進めて,さ らなる実用化検討を進める.

〈目的〉日本酒成分 の中の有効成分 の構造決 定を行 い,サ プ リメ ン ト,医 薬へ の応用 を検討

す る.(山 田)

一37一



(現状と結果)日 本酒成分の分画 とメタボローム解析を行い,ヒ トの睡眠や抗不安効果に

重要な働 きをしているGABAA受 容体活性及びNMDA型 グル タミン酸受容体,カ プサイ

シン受容体に対する日本酒成分の効果を検討す る.受 容体の阻害活性や作動活性が得 られ

た物質についてその効果を詳細に検討 した.

GABAA受 容体に作用する物質を16成 分見出した.こ れまで,鎮 静 ・催眠薬,抗 痙攣薬

や抗不安薬は化学物質であったが,今 回見つ けた物質は古来ヒ トが摂取 してきた 日本酒

に含 まれ る天然成分であ り,生 体内にも普遍的に存在するものが多いため,薬 としても

安全性が高 く,ま た機能性食品への応用も可能である.同 様の活性のある物質はこれま

で,見 つかってお らず現在論文投稿中である(特 許出願中).

NMDA型 グルタミン酸受容体に作用する物質を13成 分見出し,そ の内の10成 分は新

規物質であった.平 成27年 度 日本農芸化学会大会にてその成果を発表 した.ま た,NMDA

受容体に作用する新規ペプチ ドについて,特 許を取得 した.

カプサイシン受容体についても,日 本酒成分中から新たに受容体に作用するに10物 質

を発見した.

(研究計画)今 後 も引き続 き,日 本酒に含まれる有効成分の神経系受容体(GABAA受 容

体,NMDA型 グルタミン酸受容体,カ プサイシン受容体)へ の効果を検討する.結果に基

づき,神 経系細胞への直接効果や,動 物実験(受 動回避試験,高 架式十字迷路試験)を 行

い,神 経機能への効果を検証する.お 茶などの植物由来の香気成分,生 理活性物質の神経

系細胞への効果を検討する

〈目的〉 細胞を用いた医薬品,保健機能食品への開発を目指 した酒含有成分,ペ プチ ド類,

ビタミン,漢 方成分な ど生理活性物質の検索

(現状 と結果)ヒ ト神経芽細胞腫 由来株や肝 ガ ン由来株 を用いて,ピ ロロキノ リンキノン,

ピロロキ ノ リンキ ノンの誘導体,糖 類 の効果 を検討 した.ピ ロロキノ リンキノン とそ の誘

導体及びプ ロポ リス とその含有成分 に神経毒及 び酸化 ス トレスに対す る保護 作用が あるこ

とを見出 し,そ の効果 には細胞特異性 があ ることを発見 し,27年 度 日本農芸化学会大会 に

てその成 果 を発 表 した.

(研究計画)今 後もヒ ト神経芽細胞腫由来株や肝ガン由来株を用いて,細胞保護作用をもつ

物質を見つけ,そ の作用機序を検討する予定である.

バ イオプ ラスチ ックを用い るカー ボンニュー トラル産 業用素材 の開発(白 石,山 田)

〈目的〉植物由来素材ポリ乳酸(PLA)あ るいは天然ゴム(NR)を 主成分 とした高植物度な産

業用樹脂あるいはゴム素材の開発(白 石)

(現状 と結果)新 規な結晶化促進剤 としての無機材料等 の選 定 と配合技術 によ り,安 価 で

かっ少 量添加 でPLAの 物性 改善 した.NRに 石 油由来 のカーボ ンブ ラック代替 として のセ

ル ロースナ ノファイバー(CNF)等 の配合 に よって,自 動市用 ウエ ザース トリップ として必
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要なゴム物性 を達成 した.

PLAの 示す優れた流動性 と研究開発によって得た添加剤による物性調整技術を用いて,

精細加工品用途 として,医 療用途の血液採取無痛針用の素材や3Dプ リンタ._用 の樹脂 と

しての応用展開を射出成形模擬実験から達成 した.昨 年度の新規な結晶化促進剤のみなら

ず,加 水分解抑制の機能をもつ添加剤等の配合によって,射 出成形時に最適な流動性を与

える配合系を確立 した.医 療用の採血 ・ワクチン接種用の無痛 ランセッ トとしてのランセ

ッ ト筐体の全生分解性を目指 した低環境負荷素材の実用化研究を引き続き継続 している.

得 られた試作筐体そのものを用いて,酵 素分解試験及び土壌分解試験をそれぞれ酒類総合

技術研究所あるいは産業技術総合研究所の指導 ・助言を受けて実施 し,従 来の石油由来ポ

リプロピレンにない生分解性を確認 した.ま た,最 終製品の筐体の分析か ら,ダ イオキシ

ン等の発生原因 となる塩素が現在販売 している筐体 よりも低 く測定限界値以下であること

を見出した.さ らに,熱 分解GC・MASS等 の測定から,有 害な揮発性有機化合物の発生が

殆 どないことも示 した.

(研究計画)自 動車用等の産業用途では開発からユーザーの要求にあった仕様に最適な配

合 を行い,低 価格,安 全,易 加工性の実用化素材へ とシフ トした事業化検討を加速する.

また,生 分解性tr能 を利用 した新規なユーザー開拓を進め採血用無痛針等の医療用材料へ

応用さらには環境低負荷の本樹脂の用途拡大を協業化学商社 と共に進める.ラ ンセ ット用

樹脂では,滅 菌操作で必要 となる高エネルギー線の照射にともな う物性への影響を検討す

る.

生物資源の食品素材 としての効果的な利用を基礎 とした研究(渡 邉)

〈目的〉地域で特産 される農水産物,特 に未利用な生物資源の食品素材 としての機能の付

加,向 上および改変を実現するための生物化学工学的プロセスの構築

(現状と結果)海 苔由来フィコビリタンパク質の水溶液 中での色調変化メカニズムが示 さ

れた.ま た,微 粉末化海苔の懸濁特性の測定方法が提案 された.カ テキンの水系安定性に

及ぼすアスコルビン酸の酸化抑制および促進効果が検討 され,速 度論的解析を通 した検証

がなされた,昆 布および鰹節由来の和風出汁調製における香気成分と水硬度 との関係が示

された.ま た,植 物葉か らのアン トシアニン色素の至適抽出条件が決定された.凍 結 ・解

凍 を経たフレーバー ・エマルションの安定性評価では,油 相の凝固点 ・融点 と凍結 ・解凍

温度 との関係 に基づいた不安定化機序が示 された.レ モン果皮の有効利用法創 出の検討で

は,最 も利用が困難 とされる不溶性成分への亜臨界水処理の導入による機能性の改善 とそ

の原因物質の一部の提示がなされた.

(研究計画)微 粉末化海苔の水系での分散性に寄与す る因子の解明を目指 し,同 時に色調

安定性 との関係 について検討する.可 食性抗酸化剤の酸化抑制 ・促進転換点の測定 と,そ

の温度 ・pH依 存性を示 し,液状食品保存における抗酸化剤利用方法の指針の提示を図る.

噴霧乾燥法により得 られたフレーバー ・マイクロカプセルの安定性 に及ぼす凍結 ・解凍プ

ロセスと低温保存の影響について検討する.レ モン果皮などか ら抽出された有用成分を利
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用 して,ゾ ルまたはゲル状食品としての物性評価を行い,適 当な利用形態を模索する.

肝臓病態の作用機序の解明 と肝臓に対する抗酸化物質の作用に関する研究(小 川)

〈目的〉 あらゆる肝臓病の作用機序を明らかにするとともに,医 薬品や食品に含まれる成

分の安全性の検討および新たな生理活性物質の発見(小 川)

(現状 と結果)こ れまでの研究でマ ウスの肝臓病態 モデル を作製 し,そ のマ ウス に強 い抗

酸化 作用 を持つプ ロポ リス を投与す るこ とで肝臓 の脂肪化 や炎症が抑制す るこ とを明 らか

に した.そ こで,培 養肝が ん細胞 であるHepG2に パル ミチ ン酸 を添加 し,脂 肪 の蓄積お

よび小胞 体ス トレス を介 したアポ トー シスを誘 導す る細胞 モデル を作製 した.実 験 ではパ

ル ミチ ン酸 を作用 させたHepG2に プ ロポ リスを添加す ることに よって小胞体 ス トレス関

連遺伝 子の発現お よびアポ トー シス抑制効果 について調 べた.結 果 として,HepG2に 添加

したパル ミチ ン酸の濃度依存的 に細胞数 の減少 が確認 できた.ま た,OilRedO染 色 によ

り赤 く染 色 された脂 肪蓄積細胞 の割合 もパル ミチン酸 の濃 度依 存的 に増加 してい るこ とが

確認 で きた.Real・timePCRの 結 果,小 胞体 ス トレスに関係す るCHOP,GADD34,IREla

の遺伝 子がパル ミチ ン酸の濃度依存的 に発現 が有意 に増加 してい ることが確認 で きた が,

アポ トーシス に関係 す る遺伝子 の発現変化 は見 られ なかった.こ れ らの結果,HepG2に 対

してパル ミチ ン酸添加 による小胞体 ス トレスの誘導 が確認 で きたが,パ ル ミチ ン酸添加8

時間ではアポ トー シス 関連す る遺伝子 の発現変動 は見 られ ていない ことが明 らか となった.

また,パ ル ミチ ン酸添加 によって発現 が上昇 したCHOP,GADD34,IRElaの 発現 がプ

ロポ リスの濃度依存的 に抑制 され る ことが明 らか となった.以 上の ことか ら,プ ロポ リス

は小胞 体ス トレス を介 したHepG2の アポ トー シス を抑制す るこ とが明 らか となった.

(研究計画)引 き続き上記の詳細な実験を行い,プ ロポ リスの肝臓の脂肪化や炎症,線 維化,

小胞体ス トレスへの影響を調べる.ま た,肝 がん細胞を使って肝細胞の脂肪化や細胞死を抑制

するプロポ リス成分の同定を試みる.

2.共 同研究(4件)

1)白 石 浩平:平 成27年 度(3件:国 内企業)

2)山 田 康枝:平 成26年 度

「グル タミン酸受容体及びGABA受 容体に作用する酒成分に関する研究」,

独立行政法人 酒類総合研究所

3.主 要な研究業績

(1)学 術論文(11件)

1)今 城 明典,伊 藤 大時,山 田 康枝,白 石 浩平,"UCST型 ノニオ ン系ポ リマー を表面修

飾 したガ ラス基板の調製 とHeLa細 胞 の温度刺激は く離',近 畿大学次世代基盤技術研

究所報告,Vol.6,(2015),pp.55・59

2)農 宗 辰 己,今 城 明典,白 石 浩平,"プ ラズマ照射 一ポス ト重合 に よるPNiPAAmグ

ラフ ト02富 化膜の調製 と細胞増殖 に及 ぼす02供 給 の影響",高 分子論 文集,72(11),

(2015),pp.667-672
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3)農 宗 辰 己,今 城 明 典,白 石 浩 平,"表 面 開 始 原 子 移 動 ラ ジ カ ル 重 合 法 に よ る

Poly(N-isopropylacrylamide)の ガ ラ ス 基 板 へ の 固 定 化 と ヒ ト 間 葉 系 幹 細 胞(hiMSC)の

温 度 刺 激 は く 離',高 分 子 論 文 集,72(6),(2015),pp.354・360

4)山 田 康 枝,伊 豆 英 恵,"日 本 酒 お よ び 焼 酎 の 香 り と 機 能 性",AROMARESEARCH,

16(1),(2015),pp.3-8

5)山 田 康 枝,増 田 修 一,山 本 翔 太,伊 豆 英 恵,"日 本 酒 お よ び 焼 酎 に 含 ま れ る 香 気 成 分

の 神 経 系 受 容 体 へ の 効 果",AROMARESEARCH,16(1),(2015),pp.66-73

6)YasueYamada,KoheiOhtani,AkinoriImajo,HanaeIzu,HitomiNakamura,Kohei

Shiraishi,"Comparisonoftheneurotoxicitiesbetweenvolatileorganiccompounds

andfragrantorganiccompoundsonhumanneuroblastomaSK-N-SHcellsand

primaryculturedratneurons",ToxicologyReports,Vo1.2,(2015),pp.729-736

7)TakahashiN,WatanabeY,FurutsukaN,YamamotoT,OkadaY,NomuraM,

"E
nzymaticsaccharificationoflemonpeelandantioxidativeabilityofsaccharified

peelsolution",AgriculturalResearchUpdates,Vo1.10,(2015),pp.187-198

8)村 上 結 城,藤 田 明 子,渡 邉 義 之,岡 田 芳 治,野 村 正 人,"炊 飯 水 蒸 気 中 に 含 ま れ る 香

気 成 分 と そ の 抗 酸 化 能",美 味 技 術 学 会 誌,14(1),(2015),pp.5-10

9)WatanabeY,MorishitaT,TojoH,ToriyamaE,WatariueN,YamaguchiR,Nomura

M,"Physicochemicalpropertiesofacidicpolysaccharidesfromseaweedsandtheir

applicationtowheatflournoodle."AdvancesinChemistryResearch,27,(2015),

pp.19-32

10)WatanabeY,"Antioxidativepropertiesofacylascorbatesonlipidoxidationinbulk,

disperseandmicrocapsulesystems."FoodScienceandTechnologyResearch,21(5),

(2015),pp.639-647

11)WatanabeY,AdachiS,"Surfactantandantioxidantpropertiesoffattyacidesters

synthesizedthroughlipasecatalyzedcondensationwithvarioushydrophilic

compounds."Emulsifiers・"Properties,FunctionsandApplications,NovaScience

Publishers,Inc.NY,(2016),pp.1-26

(2)学 会 発 表(22件)

1)AkinoriImajo,TaijiIto,KoheiShiraishi,"PreparationOfAUCSTTypeOf

ThermoresponsiveSulfobetainePolymerModifiedPoly(ethyleneterephthalate)

FilmsByArPlasmapostPolymerizationMethod",The10thAsian-Europeean

InternationalConferenceonPlasmaSurfaceEngineering,(2015.9),Jeju,KOREA

2)神 崎 有加,今 城 明 典,白 石 浩 平,"タ ンパ ク質 結 合 部位 とPEG鎖 を 固定 化 したマ イ ク

ロア レイ の調 製 と血 球 系 細胞 とヒ ト人 工 染 色 体(HAC)ベ ク ター 含 有微 小 核 細 胞 の 融 合"

第64回 高 分 子 学 会 年 次 大 会,(2015.9),札 幌

3)農 宗 辰 己,今 城 明 典,山 田 康枝,白 石 浩 平,"表 面 開始RAFT重 合 法 でUCST型 温 度

応 答 性 ポ リマ ー を修 飾 した ガ ラス 基 板 の調 製 と ヒ ト問 葉 系 幹 細 胞(hiMsc)を 用 い た温

度 刺激 は く離",第64回 高 分 子 学 会 年 次 大 会,(2015.9),札 幌
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4)神 崎 有 加,今 城 明 典,山 田 康 枝,白 石 浩 平,"PEG固 定 化 表 面 で の」血球 系 細 胞 と ヒ

ト 人 工 染 色 体(HAC)ベ ク タ ー含 有微 小核 細 胞 の 融 合 と細 胞 接 着 挙 動",第64回 高 分 子

学 会討 論 会,(2015.9),仙 台

5)農 宗 辰 己,今 城 明 典,山 田康枝,白 石 浩 平,"表 面 開始RAFT重 合 法 でUCST型 温 度

応 答性 ア ク リル ア ミ ド1ア ク リロニ トリル 共 重 合 体 を修 飾 した ガ ラス 基板 の調 製 と ヒ ト

間葉 系 幹 細 胞(hiMsc)の 温 度 刺 激 は く離',第64回 高 分 子 学 会 討 論 会,(2015.9),仙 台

6)小 川 智 弘,山 田 康 枝,河 田 則 文,"Propoliscomponentssuppressesactivatedhepatic

stellatecellinvasionbyinhibitionofMMP-2andMMP-9expressionandits

activation.",18thInternationalSymposiumonCellsoftheHepaticSinusoid

(ISCHS),(2015.11),Calfornia,U.S.A

7)山 田 康枝,増 田 修 一,山 本 翔 太,伊 豆 英 恵,"日 本 酒 お よび 焼 酎 に含 ま れ る香 気 成 分

の神 経 系 受 容 体 へ の 効 果",日 本 食 品保 蔵 科 学 会 創 立40周 年 大 会(第64回 大 会)東 京

農 業 大 学,(2015.6),東 京

8)山 田 耕 資,白 石 弘 章,奈 女 良 昭,有 馬 陽 介,長 尾]E崇,山 田 康 枝,"ヒ ト神 経 芽

細胞 腫SK-N・SHへ の サ リン類 似 有 機 リン剤 の 毒 性 作 用"Theeffectofasarin・like

organo-phosphorusagentonhumanneuroblastomacelllineSK-N-SH",第42日 本

毒性 学 会 学 術 年 会,(2015.6),金 沢

9)山 田 康枝,矢 吹 智,"NMDA型 グ ル タ ミン酸 受 容 体 に対 す る 日本 酒 成 分 の効 果",第5

回 院 生 サ ミッ ト,近 畿 大 学 和 歌 山 キ ャ ンパ ス,(2015.7),和 歌 山

10)KosukeYamada,HShiraishi,ANamera,YArima,MNagao,YYamada,"The

effectofanorganophosphorusagentonhumanneuroblastomacelllineSK-H-SH",

InternationalsocietyforNeurochemistry25thMeeting,(2015.8),Cairns,Australia

11)TomoYabuki,KNoritake,YUemura,HIzu,YYamada,"Effectsofcomponentsof

sakeofGluN1/GluN2AandGluN1/GluN2BsubtypesofNMDAreceptor."

InternationalsocietyforNeurochemistry25thMeeting,Cairns,(2015.8),Australia

12)YasueYamada,MasashiNakamichi,"ProtectiveeffectsofPQQagainstthecell

deathcausedby6-hydroxydopamineandhydrogenperoxide",Societyfor

Neuroscience45thAnnualMeeting2015,(2016.10),Chicago,U.S.A.

13)西 居 和 哉,中 路 昌志,野 村 宏 基,久 保 航 大,延 谷 直 哉,中 西 慧,山 田 康 枝,"ピ

ロ ロキ ノ リン キ ノ ン とイ ミダ ゾ ピロ ロ キ ノ リ ンのSK-N-SH細 胞 とHepG2細 胞 に対 す

る効果 の 比 較 検 討",日 本農 芸 化 学 会2016年 度 大 会,(2016.3),札 幌

14)矢 吹 智,則 包 潔 人,上 村 勇 貴,伊 豆 英 恵,山 田 康枝,"NMDA型 グ ル タ ミン酸 受 容

体 に 対 す る 日本 酒 成 分 の 効 果",日 本 農 芸 化 学 会2016年 度 大 会,(2016.3),札 幌

15)WatanabeY,KonoY,HiroshimaM,AdachiS,"Stabilityofoil-in-water

emulsioncontainingflavorcomponentthroughfreezingandthawingprocesses",

12thInternationalCongressonEngineeringandFood,(2015.6),Quebec,Canada

16)林 崇 裕,高 橋 航,渡 邉 義 之,高 津 地 志,藤 田 明 子,野 村 正 人,"炊 飯 米 溶 出性 澱

粉 の 特性 評 価 のた め のinvitro消 化 試 験",第16回 日本 食 品 工 学 会年 次 大 会,(2015.8),

広 島
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17)沖 原 圭祐,松 浦 勇太,渡 邉 義之,"レ モ ン果皮不溶性成分 の水熱 処理 によるそ の機

能性 への影 響",第16回 日本食 品工学会年次 大会,(2015.8),広 島

18)奥 林 孝文,弘 嶋 真愛,渡 邉 義之,"凍 結 ・解凍後 の01W型 エマル シ ョン と含有 フ レ

ーバーの安定性1',第16回 日本食 品工学会年 次大会,(2015.8),広 島

19)西 原 康次郎,木 全 俊介,渡 邉 義之,"海 苔 フィコ ビリタンパ ク質水溶液 の色安定性

と酵素処理 による色調改質",第16回 日本食 品工学会年 次大会,(2015.8),広 島

20)春 摘 俊貴,萩 野 里那,渡 邉 義之,"昆 布お よび鰹節 を用 いた和風出汁 の性質 に及 ぼ

す 水の硬 度の影 響",第16回 日本食 品工学会年次 大会,(2015.8),広 島

21)横 野 一歩,高 津 地志,藤 田 明子,岡 田 芳治,渡 邉 義之,野 村 正人,"米 飯 中のオ

リゴ糖含 有量 と食味の 関係",日 本農芸化学会2015年 度 中四国 ・西 日本支部合 同大会

(中四国支部第43回 講演会 ・西 日本支部第312回 講演会),(2015.9),愛 媛

22)横 野 一歩,高 津 地志,藤 田 明子,渡 邉 義 之,岡 田 芳治,野 村 正人,"炊 飯条件 に

おけ る呈味成分の変化 と食味 の関係",日 本農 芸化学会2016年 度大会,(2016.3),札 幌

(3)講 演(4件)

1)白 石 浩平,"細 胞 融合 ・回収 自動化装置",ハ イテ ク分野 ビジネ スマ ッチ ングin広 島,

近畿大学次世代基盤 技術研究所(東 広 島),2016.2.17

2)白 石 浩平,"高 精 度位 置決 め レーザー光照射 による細胞融合装置 の開発",2015ビ ジネ

スマ ッチ ング交流会,広 島グラン ドイ ンテ リジェ ン トホテル(広 島),2016.1.28

3)山 田 康枝,"日 本酒 に含 まれ る有 効成 分"近 畿大学工学部研究公 開フォー ラム2015研

究発 表(広 島),2015.10.26

4)山 田 康枝,"グ ル タ ミン酸 受容 体活性 をもつ新 たな ジペ プチ ド及 びGABAA受 容体活

性 をもっ有機酸'近 畿大学新技術説 明会 主催:近 畿大学,国 立研 究開発法人 科学技

術振 興機構,東 京科学技術振興機構 東京本部別館,2015.7.16

(4)特 許出願(1件)

1)白 石 浩平:1件

(5)特 許登録(3件)

1)白 石 浩平,山 田 康枝他:細 胞 自動 分取装置及び細胞 自動分取方 法,特 許第5765763号

2)白 石 浩平,山 田 康枝他:セ ルア レイ ソー タ,そ の製造方法及び細胞 ソー ト方法,

特許第5780511号

3)山 田 康枝:医 薬組成物 特許第5747397号

(6)そ の他(4件)

1)白 石 浩平:企 業等技術指導(12件)

2)白 石 浩平:平 成27年 度経済産業省戦略的基盤技術高度化推進事業補完研究報告書

3)白 石 浩平:委 託研究報告書(4件)
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4)山 田 康枝,増 田 修 一,山 本 翔太,伊 豆 英恵,"日 本酒 お よび焼酎 に含 まれ る香気成分

の神 経系受容体への効果",AROMARESEARCH16(1),66-73(2015)2015年 度論文賞

受 賞

4.外 部資金獲得(17件)

【競争的資金】

1)渡 邉 義之:科 学研究費 基盤研究(C)「 食品としての脂質の高度利用 とその品質劣化機

構の解明」(代表者)平 成26～28年 度

2)渡 邉 義之:学 術研究助成(公 財)飯 島藤十郎記念食品科学振興財団 「微粉末化海苔の

色調安定化のための色素タンパク質の特性解析」(代表者)

3)渡 邉 義之:平 成27年 度研究助成(公 財)日 本食品化学研究振興財団 「水系食品中のア

スコル ビン酸 とそのアシル誘導体の酸化促進および抑制作用機序の解明」(代表者)

4)渡 邉 義之:平 成27年 度研究助成(公 財)ソ ル ト・サイエ ンス研究財団 「塩が和風出汁

の旨味および香気成分に及ぼす影響」(代表者)

5)渡 邉 義之:平 成27年 度大学研究助成(公 財)サ タケ技術振興財団 「レモン果皮由来不

溶性成分の水熱処理 とその生成物の食品利用」(代表者)

6)小 川 智弘:科 学研究費 若手研究(B)「 肝線維化部位に集積す る筋線維芽細胞による線

維形成の分子機構に関する基礎的研究」(代表者)平 成26～27年 度

7)小 川 智弘:(公 財)古 川技術振興財団研究助成 「非アル コール性脂肪性肝炎(NASH)の

簡易的な診断法の開発 とその治療を目的とした細胞キッ トの開発」(代表者)平 成27年

度

【学内研究助成金】

1)山 田 康枝:近 畿大学21世 紀研究開発奨励金(平 成26～28年)(代 表者:産業理工学部

藤井 政幸教授)

【寄附 ・委託研究費】

1)白 石 浩平:代 表者(7件)

2)山 田 康枝:受 託研究(1件)

3)小 川 智弘:研 究助成金(公 財)古 川技術振興財団 「非アルコール性脂肪性肝炎(NASH)

の簡易的な診断法の開発 とその治療を目的とした細胞キッ トの開発」(代表者)

5.学 外兼務業務

1)白 石 浩平:

(公社)高 分子学会中国四国支部幹事

広島大学主催環境共生スマー ト材料研究拠点メンバー

2)山 田 康枝:

日本食品 ・機械研究会 理事

日本薬理学会 評議員

3)渡 邉 義之:

(一社)日 本食品工学会年次大会実行委員
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4)小 川 智弘:

公立大学法人大阪市立大学 客員研究員

6.そ の他

※研究指導

1)白 石 浩平,小 川 智弘,鈴 木 厚:兵 庫 県立赤穂 市立有年 中学校 教育連携授業 「再結 晶」

「カエルの受精卵の観察」平成27年8 .月9-10日
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